




















〔謝公深眷盼〕謝公が深く目をかけている。　この句の解釈については諸説あり、陶注は謝公は西晋の謝安をいい、裴度を指すとして、 「眷盼」の対象については触れない。蒋注も謝安をいい、裴度を指すとするが、令狐楚を指して る可能性もあることを指摘する。そして、 「眷盼」の対象を白居易とする。一方柴注は、 「謝公」は西晋の謝混をいうとし、謝混が尚書左僕射となったことから、元和十四年（
819）に検校左僕射・同中書門下平章事・太原尹・北都留守・河
東節度使となった裴度を指すとする。そして、春景を詠じ 謝混の「遊西池」 （ 『文選』二二）は古くから定評 あること、また江淹の「雜體詩
三十首」 （ 『文選』三〇）では「謝僕射混遊覽」として「眷然として良辰を惜しみ、徘徊して落景を踐む（眷然惜良辰、徘徊踐落景） 」の句があることを指摘される。さらに、口語訳に「僕射の裴相公は洛陽の令狐相公を懐かしんでいるが」とあり「眷盼」の対象を令狐楚と解しているようだ。
　「謝公」の語は、例えば『世說新語』には八〇例見えるなど（ちなみ


















然懷抱裏、頃來新得謝公詩） 」という の 『増訂注釈全唐詩』は謝靈運または謝朓のこととするが、阮廷瑜『錢起詩集校注』 （新文豊出版社、一九九六年）は、謝惠連が法曹行参軍になっていることから、詩題にいう慕容法曹を謝惠連に喩えたものとする。
　次に孫元晏の 「小兒執燭」 （全七六七） に 「謝公の情量 　已に量り難し、





桐江識謝公） 」という例で、 『増訂注釈全唐詩』は、 袁宏が無名だった頃江上で自作の詠史詩を吟じていた を、鎮西将軍の謝尙が聞きつけ賛嘆したことによって有名になっ と う故事 （ 『晉書』 文苑傳。 『世說新語』文學にも見える） を引いており、 「謝公」 は謝尙を指していると思われる。
　以上のように、唐詩に見られる「謝公」はほとんどが謝靈運・謝安・
謝朓の三者であり、この三者でないわずかな の中にも、謝混を指す例は見られなかった。また はその名や字で検索して 多くの例が






いう、詩題と詩中の計二例が見えるのみである。晉の孝武帝から婿選びを相談されて謝混を推薦した王珣が、袁山松が謝混と縁組みしようとしていると聞いて、 「卿 　禁臠に近づく莫かれ 卿莫近禁臠） 」 （＝きみ、天子のお料理に手を出すな）と言っ という 『世說新語』排調 ・ 『晉書』謝混傳に見える故事を詠じたもの。
　また、先に見たように、江淹の「雜體詩」 （前出）は「謝僕射混」と
していたが、 『全唐詩』 おい 僕射と謝氏を結びつけた例は、管見では一例、 韓
の「寄上田僕射」 （全二四五）に「僕射 　戎に臨む 　謝安石、





















注の指摘する通り、謝安を指しており、謝安に って喩え ているのは裴度であると解釈するのが穏当 ように思われる。









という庶民のことばを引いたという故事（ 『世說新語』排調・ 『晉書』謝安傳）に基づくもの 、魏の文侯が国の藩屏として段干木を厚遇したという故事 対になっている。李白の 「攜妓登梁王棲霞山 ・ 孟氏桃園中」 （王本二〇）に「謝公 　自づから有り 　東山の妓、金屏 　笑ひ 坐す 　花の如き人（謝公自有東山妓、金屏笑坐如花人） 」というのは、東 隠棲時代の謝安が、妓女を連れて丘壑の風雅に遊んだという故事（ 『晉書』謝安傳）を踏まえたもの。また、耿
の「和王懷州觀西營秋射」 （全
二六九）に「謝公 　親しく武を校す、草は碧にして 　露は漫漫たり（謝公親校武、草碧露漫漫） 」というのは、謝安が都督揚豫徐
青五州等諸
軍事や征討大都督といった軍事上の要職 ついたことから、詩題にいう懷州刺史王某（前掲『増訂注釈全唐詩』は王奇光ま は王崟とする を謝安に喩えたものとされる。その後謝安が
水の戦いにて苻堅を大いに








ような面が取り挙げられており、唐詩における謝安のイメージのおおよそがうかがえよう（謝安が一族に白雪が何 似ているが尋ねたところ、姪の謝道韞が柳絮に喩えた優れた答えをした逸話もしばしば用いられるが、謝道韞を詠ずる方 中心がある） 。
　これを踏まえて、この聯句において謝安に比せられるべき人物として
想定される裴度と令狐楚を比較した場合、確か 令狐楚も宰相となっていて、 李益の「述懷、 寄衡州令狐相公」 （全二八三）に「江上 　蕭疏の雨、何人か 　謝公に對す（江上蕭疏雨、何人對謝公） 」というなど、実際に謝安に喩えられることもあるのだが、やはりこの聯句 作られたまさにその時、興化池亭で風雅な宴会（ して当然そこには妓女も陪していたであろう）を開いている人物、元和十二年（
817）に淮西の吳元濟の乱を
















の斜面が謝靈運の考案した下駄にふさわしいというもの、後者は謝靈運の詩集を読んだ感想を詠じるもので、ともに比喩 して用いられたものではない。その他の五例 うち、 最晩年の開成三年 （
838） の例 （
3373 ） は、








題にいう李蘇州は蘇州刺史の李諒、楊瓊は妓女とされ、謝安とお供の妓女に喩えたも 。この聯句の後 三首（大和 年・八年・開成二年）はいずれも謝安によって裴度を喩えて る例である。そ 中 開成二年の「三月三日祓禊洛濱」 （
3312 。那波本 ・ 宋本等は大変長文の詩題であるが、
煩雑なので仮に汪本に従う）に「妓は接す 　謝公の宴、詩は陪す 　荀令の題（妓接謝公宴、 詩陪荀令題） 」という例は、 劉白唱 詩における例で、東山 妓の故事を用いて裴度を謝安に喩え、裴度を侍中・守尚書令となった後漢末の荀彧に喩えた句と対 している。
　「深眷盼」は、深く顧みる。　「眷盼（眄） 」 「眷」は『說文解字』目部に「顧みるなり（顧也） 」と



























































年の江州司馬時代に、上司である江州刺史 崔能から送られた詩に答えた作。崔能が自分をかわいがってくれていること 詠じ いる。
　以上の例を見る限り、やはり上から下に対して目をかけるという方向
















掌侍從規諫、 贊相禮儀、 宴會則上齒） 」といい 『通典』三〇職官一二「東宮官」の太子賓客の条に「凡そ太子に賓客の事有るは 則ち齒を上ぶが爲にして、蓋し象を四皓 取るならん（凡太子有賓客之事、 爲上齒、蓋取象於四皓焉） 」 というのを引いており、 太子 の定員 四人なの 、商山四皓に基づくとされていたようである。後に引くように、この び太子賓客東都分司として洛陽 赴任するのが決まった際 白自身が自分を四皓に喩えた作を作っており、それを承けて、この聯句で喩えたのかもしれない。また、 蒋注が引く劉の「刑部白侍郎謝病長告、 改賓客分司以詩贈別」
0662 に「九霄の路上 　朝客に辭し、四皓の叢中 　少年と
作な
る










王中舍」 （ 『文苑英華』二四八）に「鷲嶺 　三禪を
訪と
ひ、商山 　四皓を追






2718 で、 「臥して漳濱に在りて 　十旬に滿ち、起ち
て商皓と爲りて 　三人に伴ふ（臥在漳濱滿十旬、起爲 伴 人） 」と、四人目の太子賓客になったことを表現している。もう一例は大和七年（
833）の「送陳許高僕射赴鎭」



















くし、人君 表なり（夫日者、衆陽之長、輝光所燭 萬里同晷、人君之表也） 」というなどの例がある。前者は占いの言葉らしく、具体的に何の輝きを表現しているかは明らかではないが、 大畜は乾下艮上の卦で乾 ・艮ともに陽卦であるためとも、 「剛健篤實」の徳の輝きとも う。後者は太陽の輝きを表現したも 。
　唐までの詩においても、古く古樂府「傷歌行」 （ 『文選』二七。ただし





四九）に「配天 　聖業を昭らし、率土 　輝光を慶ぶ（配天昭聖業、率土慶輝光） 」というのは、開元 一年（
723）の冬至の日に玄宗が南郊に天
を祭った際の詩 おける用例で、 天子の徳 もの。また岑參の「衞節度赤驃馬歌」 （全一九九）に「始めて知る 　邊將 　眞に富貴なるを、憐れむべし 　人馬 　相ひ輝 す（始知邊將眞富貴、可憐人馬相輝光） 」というのは、荊南節度使衞伯玉とその馬 立派な風采 表現















































延濟注）に「耆舊の美德、前代の功を立つるの人有れば、皆な其の功德を序せざる無きなり（有耆舊美德、前代立功 人 無不皆序其功德也） 」というのを引く。後漢の獻帝が曹操に九錫を与える際 詔勅で 昔の功臣はみな俸禄 与えられたことを言い、曹操の功績はい しえの伊尹や周公にも勝るも であると述べるもの。
　柴注と蒋注は大筋では似た方向の解釈といえるが、柴注の引く例は前
朝とはいえかなり昔の功臣の実例が挙げられており、こ 聯句の場合は存命の人物のことを指しているだろうから、蒋注 引く例の方がこ 聯
句には即しているといえよう。




























ふるまで純固なり（吾聞、 夫犬戎樹惇帥舊德、 而守終純固） 」

















とす（韋門旌舊德、班氏業前 ） 」という は、漢 韋賢 韋玄成の父子が もに宰相の位に即いたという故事（ 『漢書』韋賢傳）を用詩題にいう上官公（上官庭芝）とその父・上官儀 二代にわたる徳について表現したもの。兄班固の遺志を継 で『漢書』 完成させた班昭の故事を用いて、庭芝 娘の上官婉兒のこ を表現した句と対に っている。
　また王勃の「倬彼我系」 （全五五）に「言に舊德を念へば、憂心 　忉
忉たり（言念舊德、憂心忉忉） 」というのは、周以来 王氏一族の功績を述べ この詩にお は、いにしえから脈々と受け継がれた徳のこを指すであろう。






0894 に「明日 　漢庭 　舊德を徵せば、老
人 　爭ひて若耶溪を出でん（明日漢庭徵舊德、老人爭出若耶溪） 」という例。自注に記されるように、後漢の劉寵が会稽で善政を行った で、召還されること なると、若耶 山から五～六人の老人が出 きて 寵を見送ったという故事を用いたもので、浙東李侍郞（李紳） かつての功績で朝廷に呼び戻されることになった時に、若耶渓 老 が競って見送るだろうと述べている。やはりこの聯句 近い例といえるだろう。〔推三友〕 「三友」を推す。この部分の解釈にも諸説ある。
　蒋注、 『論語』季氏に引く孔子のことばに「益者三友、損者三友。直







　今日北窻下 　　今日 　北窻の下　自問何所爲 　　
自みづか
ら問ふ 　何の爲す所ぞ
















の詩に琴詩酒の三友は見えない。 「北窻三友」の詩を作る以前から白居易がずっとこ 三友のことを口にしていた可能性も皆無ではないが、やはり「北窻三友」詩を作った大和八年頃に形作られた考え方とす の穏当であろう。
　「三友」の語の用例はあまり多くなく、 『論語』 直接的引用の例およ
び「二三の友（二三友） 」の例 除けば、梁の簡文帝が太子の時、劉遵の死を悼んで従兄の劉孝儀に与えた令（ 『梁書』劉遵傳）に「忠賢を校
覆し、文史を搉揚するに、益者三友なるは、此れ實に其の人なり（校覆忠賢、搉揚 、益者三友、此實其人） 」といい、王勃の「夏日登龍門樓寓望序」 （蔣淸翊集註本六）に「夫れ益者三友は、則ち道術存すべく、同心二人は、則ち金蘭浴すべし（夫益者三友、則道術可存 同心二人、則金蘭可浴） 」というなどの例が見える。ともに「益者三友」と表現しており、 『論語』に基づいていることが分かる。
　唐までの詩に一例、 北齊の邢邵の 「冬夜酬魏少傅直史館」 （ 『初學記』 三）
に「先づ言ふ 　三友を歎ずと 末に言ふ 　一官を慙づと（先言歎三友、末言慙一官） 」という句がある。詩題にいう魏少傅から送られてきた詩の最初に三友を賞嘆していたと述べている部分で 恐らく論語を踏まえて、益友として自分を賞嘆してもらったと うのであろう。
　唐詩にも例が散見するうち、この聯句に先立つものは三例、初唐の弓
嗣初の「晦日重宴」 （全七二）に「賞を促して 　三友 依り 歡を延ばして 　一卮に寄す（促賞依三友、 延歡寄一卮） 」 い 序文ではあるが、張說の「酬崔光祿冬日述懷贈答」の序（全八八）に「精言もて道を探り、妙識もて義を發し、戲謔して規戒 逢ひ 指諷 師表を
見あらは
すに至りて
は、益は三友に過ぐ（至于精言探道、妙識發義、戲謔而逢規戒、指諷而見師表 過 ） 」といい、權德輿の「奉和李給事省中書情寄劉苗崔三曹長、因呈許陳二閣老」 （全三二一）に「共に
說い
ふ 　漢朝 　上賞を榮
とすと、豈に 　三友をして 　馮唐に滯らしめんや 共說漢朝榮上 、豈令三友滯馮唐） 」という。
　弓嗣初の作は高正臣の大晦日の宴に参加した際の詩で現存する数少な








三友」または琴詩酒を指すとするが、先に述べたように、琴詩酒の三友は白居易に始まるものであるし、松竹梅の三友も、管見の及んだ限りでは、南宋の辛棄疾の「念奴嬌」十九首其九「戲贈善作棲墨梅者」 （ 『稼軒詞』一）あるいは南宋末の林景熙の「五雲梅舍記」 （ 『霽山文集』四）といった作品で取り挙げられて次第に定着したもののようである。 『高氏三宴詩集』に載せられた他の七名 を見ても、竹は一例見えるのみで松は詠じられておらず、 や り別 意味で解すべきであろう。とすれば、これまでの例と同様、他の参加者を益友と表現したもの 考える が穏当ではなかろうか。張說の例 詩題 いう崔光祿（崔日知）から送られてきた贈答詩につ て、 その「益」を論じたも で、 明らかに『論語』を踏まえている。權德輿の例は、詩題にいう劉・苗・ の三曹長（詳細は不明）を三友と呼び、漢の馮唐のように低 地位に留まる人々ではないことを述べたもの。単に三人な で三友と呼んだのみとも考えられるが、 『増訂注釈全唐詩』 （前出）は、 『論語』を踏まえて るとする。
　劉には例がなく、白に詩題を含めて七例、そのうち五例は先に冒頭部
分のみを引いた「北窻三友」の詩題と 中 残る二 、一つ この聯句に先立つ寶曆二年（
826） 、蘇州刺史時代の「雙石」
2206 に「石は言
ふ能はずと雖も、我を許して 　 と爲らしむ（石雖不能言 許我爲三友） 」というもの。これはもし『論語』を意識 ているとしてもごく軽いもので、詩題にいう二つの石と自分とで三人 友になるという例である。もう一例は晩年の會昌四年（
844）の「狂吟七言十四韻」
3631 に「遊
びは二室に依りて 　三友を成し、住まひは雙林に近くして 　四鄰 當つ（遊依二室成三友、住近雙林當四鄰） 」という例。佐久注は琴詩酒の三友と解するが、東西二林寺に比すべき寺の近くに住んでいるという次の句
との対からしても、謝思煒注にいうように太室山・少室山が近いので、その二室と三友となると解釈すべきであろう。やはり『論語』はほとんど意識されていないことがうかがえると同時に、白居易自身の中でも北窓三友が定着し るわけではないことも分かる例といえる。
　以上のように、白居易の三首七例は『論語』をほとんど意識せず、新


















張華新篇 充 ） 」と、張華 新しい詩を表現しているあたりが最も古い例のようだ。

































不是愛聲名） 」 いう例は自らの詩につい 用いた例、大和元年（
827）
の「寄答周協律」
2612 に「故人 　舊を敘して 　新篇を寄せ、惆悵す 　江
南の眼前に到るを（故人敘舊寄新篇、惆悵江南到眼前） 」という例は周元範から送られた詩に用いた例〔代八行〕 「八行」は書簡箋が八行であったことから、手紙をいう。 「代八行」で、この聯句をもって令狐楚に対する手紙に代えるというのであろう。






六字、百一十二言なるのみ（孟陵奴來、賜 。見手跡、歡喜何量、見於面也。書雖兩紙、紙八行、 七字 七八五十六字、百一十二言耳） 」という（柴注は「見於面也」を「次於面也〔面するに次ぐなり〕 」に作る『藝文類聚』に従う） 。
　これを踏まえて手紙の意味で用いたと思われる例は、唐までの詩に初









詩代書、 別後寄贈」 （ 『古詩紀』九〇）に「八行 　自ら勉めんことを思ひ、一札 　來儀を望む（八行思自勉、 一札望來儀 」といい、 北齊の邢邵の「齊韋道遜晩春宴」 （ 『文苑英華』二一四。なお『古詩紀』一一〇の題下 注に、 詩題から見ると齊の韋道遜の作と思われるという指摘がある） に 「誰か能く 　千里の外、獨り八行の書を寄せん（誰能千里外、獨寄八行書） 」というなどの例がある。
　唐に入り、李頎の「送馬錄事赴永陽」 （全一三二）に「爾に贈らん 　
八行の字、當に佳政 傳はるを聞すべし（贈爾 字、當聞佳政傳） 」といい、孟浩然の「登萬歲樓」 （全一六〇）に「今朝 　偶見る 　同袍の友、卻つて喜ぶ 　家書 　八行を寄するを（今朝偶見同袍友 卻喜家書寄八行） うなどの例が見えるようにな 。ともに自らがしたためる手紙を指しており、前者は詩題にいう馬錄事 詳細は不明）に宛てるもの、後者は家族に宛てるもの。
　劉には一例、この聯句の後の開成二年（
837） 、令狐楚の死の知らせを





















がなされているが、後半の「新篇代八行」の方は、この聯句をもって、令狐楚に宛てる手紙に代えようと う方向の解釈でほぼ異論はないようだ。問題と る前の句であるが、諸注に従って解釈すると 「舊德」ある令狐楚の「三友」ぶりを尊敬する すなわち「舊德」＝「三友」 （＝令狐楚）というこ なり、 「新篇」によって「八行」に代えるという後の句と、 対句としてのバランスが悪くなるのではないだろうか。また、諸注に従う 前の句は令狐楚のことのみを述べていることになるのに対し、後半はこの聯句（あるいはこ 席上での 詩）を手紙 代えると述べており、白居易 送別 宴席なのだから 白居易のことも述べてことになる。 「三友」は友とすべき人物ということであろうし それを目的語にし いるのだから「推」は推薦する 意味 最も自然ではないだろうか。 「舊德」である令狐楚に対して、友とすべき立派な人物として白居易を推薦 たい、そ 思いを込めたこの我々の送別 聯句を手紙の代わりにする、という解釈がよいのではないか 思わる。
　この場合問題になるのは、こう解釈するとまるで初対面の人物を新た
に紹介す ようであり、この聯句より以前から令狐楚と白居易が親しいという事実と齟齬するように感じられると うことであろう（白居易と令狐楚との交遊については、朱金城「白居易交遊続考 に詳しい。 『白
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居易研究』所収。陝西人民出版社、一九八七年） 。ただし、これは宰相の邸宅における盛大な宴会の場での聯句であって、単に私的な楽しみの結果というだけでなく、公的な記録文書のような意味も持っていただろうから、まるで紹介状のよう 表現をとることもありうるのではな だろうか。
　聯句の末尾は、四句あったはずのものが二句のみ残ったもの（さらに
それに続く担当者のものもあったかもしれない） 。かねてから功績のある令狐楚 （昔からのよしみによ て） 、益友である白居易を推薦し、この新しい聯句を作って、八行の手紙に代える、という。担当者は不明であるが（陶注に韋行式の担当というのは誤りであろう） 、先述の通り、蒋注は裴度 担当とし、高注はそれに賛成す 。
　確かに、裴度と令狐楚は元和年間から関係が り（ただし、それは険
悪な関係であったが、それがこの聯句の頃には両者が高位について解消されていたこと、瞿注に詳しい） 聯句 主催者でもあ ので、 「舊德」のことばを用いたり 白居易を推薦したり、こ 聯句を手紙に代えると表現したりするのにふさわしい人物と えよう。［付記］本稿は科学研究費補助金（課題番号：
22520365 ）による研究成果の一部で
ある。
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